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(54)【発明の名称】 マトリックス液晶表示素子

(57)【要約】
【課題】各画素の電極間のオフ電圧（実効電圧）を０に
し、コントラストの高い表示を得るとともに、画素数に
比べて少ない行信号出力端子数および列信号出力端子数
の駆動回路素子を用いて駆動する。
【解決手段】２行２列に配列する４つの画素からなるマ
トリックス表示領域を有し、一方の基板２１に、第１行
の第１列と第２列の画素の両方に対応する第１の行電極
Ｃ２１と、第２行の第1列の画素に対応する第２の行電
極Ｃ２２と、第２行の第２列の画素に対応する第３の行
電極Ｃ２３とを設け、他方の基板２２に、第１列の第１
行と第２行の画素の両方に対応する第１の列電極Ｓ２１
と、第２列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第
２の列電極Ｓ２２とを設け、前記電極Ｃ２１，Ｓ２１
間、Ｃ２１，Ｓ２２間、Ｃ２２，Ｓ２１間、Ｃ２３，Ｓ
２２間への印加電圧とをそれぞれ制御してスタティック
駆動するようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】２行２列に配列する４つの画素からなる少
なくとも１つのマトリックス表示領域を有し、液晶層を
挟んで対向する一対の基板のうち、一方の基板の内面
に、前記マトリックス表示領域の第１行の第１列と第２
列の画素の両方に対応する第１の行電極と、第２行の第
1列の画素に対応する第２の行電極と、前記第２行の第
２列の画素に対応する第３の行電極とが設けられ、他方
の基板の内面に、前記マトリックス表示領域の第１列の
第１行と第２行の画素の両方に対応する第１の列電極
と、第２列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第
２の列電極とが設けられ、前記第１の行電極と前記第１
の列電極との間への印加電圧と、前記第１の行電極と前
記第２の列電極との間への印加電圧と、前記第２の行電
極と前記第１の列電極との間への印加電圧と、前記第３
の行電極と前記第２の列電極との間への印加電圧とをそ
れぞれ制御することによりスタティック駆動されること
を特徴とするマトリックス液晶表示素子。
【請求項２】２行３列に配列する６つの画素からなる少
なくとも１つのマトリックス表示領域を有し、液晶層を
挟んで対向する一対の基板のうち、一方の基板の内面
に、前記マトリックス表示領域の第１行の第１列と第２
列の画素の両方に対応する第１の行電極と、前記第１行
の第３列の画素に対応する第２の行電極と、第２行の第
１列の画素に対応する第３の行電極と、前記第２行の第
２列と第３列の画素の両方に対応する第４の行電極とが
設けられ、他方の基板の内面に、前記マトリックス表示
領域の第１列の第１行と第２行の画素の両方に対応する
第１の列電極と、第２列の第１行と第２行の画素の両方
に対応する第２の列電極と、第３列の第１行と第２行の
画素の両方に対応する第３の列電極とが設けられ、前記
第１の行電極と前記第１の列電極との間への印加電圧
と、前記第１の行電極と前記第２の列電極との間への印
加電圧と、前記第２の行電極と前記第３の列電極との間
への印加電圧と、前記第３の行電極と前記第１の列電極
との間への印加電圧と、前記第４の行電極と前記第２の
列電極との間への印加電圧と、前記第４の行電極と前記
第３の列電極との間への印加電圧とをそれぞれ制御する
ことによりスタティック駆動されることを特徴とするマ
トリックス液晶表示素子。
【請求項３】４行３列に配列する１２の画素からなる少
なくとも１つのマトリックス表示領域を有し、液晶層を
挟んで対向する一対の基板のうち、一方の基板の内面
に、前記マトリックス表示領域の第１行の第１列と第２
列の画素の両方に対応する第１の行電極と、前記第１行
の第３列の画素に対応する第２の行電極と、第２行の第
１列の画素に対応する第３の行電極と、前記第２行の第
２列と第３列の画素の両方に対応する第４の行電極と、
第３行の第１列と第２列の画素の両方に対応する第５の
行電極と、前記第３行の第３列の画素に対応する第６の*
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*行電極と、第４行の第１列の画素に対応する第７の行電
極と、前記第４行の第２列と第３列の画素の両方に対応
する第８の行電極とが設けられ、他方の基板の内面に、
前記マトリックス表示領域の第１列の第１行と第２行の
画素の両方に対応する第１の列電極と、前記第１列の第
３行と第４行の画素の両方に対応する第２の列電極と、
第２列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第３の
列電極と、前記第２列の第３行と第４行の画素の両方に
対応する第４の列電極と、第３列の第１行と第２行の画
素の両方に対応する第５の列電極と、前記第３列の第３
行と第４行の画素の両方に対応する第６の列電極とが設
けられ、前記第１の行電極と前記第１の列電極との間へ
の印加電圧と、前記第１の行電極と前記第２の列電極と
の間への印加電圧と、前記第２の行電極と前記第３の列
電極との間への印加電圧と、前記第３の行電極と前記第
１の列電極との間への印加電圧と、前記第４の行電極と
前記第２の列電極との間への印加電圧と、前記第４の行
電極と前記第３の列電極との間への印加電圧と、前記第
５の行電極と前記第４の列電極との間への印加電圧と、
前記第５の行電極と前記第５の列電極との間への印加電
圧と、前記第６の行電極と前記第６の列電極との間への
印加電圧と、前記第７の行電極と前記第４の列電極との
間への印加電圧と、前記第８の行電極と前記第５の列電
極との間への印加電圧と、前記第８の行電極と前記第６
の列電極との間への印加電圧とをそれぞれ制御すること
によりスタティック駆動されることを特徴とするマトリ
ックス液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、マトリックス液
晶表示素子に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】マトリックス液晶表示素子には、スタテ
ィック駆動方式のものと、時分割駆動方式のものとがあ
る。
【０００３】図１０および図１１はそれぞれ従来のマト
リックス液晶表示素子の分解斜視図であり、ここでは、
２行２列に配列する４つの画素（図では円形状を上下左
右に４分割したパターンの画素）からなる１つのマトリ
ックス表示領域を有するものを示している。
【０００４】図１０に示したマトリックス液晶表示素子
は、スタティック駆動方式のものであり、図示しない液
晶層を挟んで対向する前後一対の透明基板１，２のう
ち、一方の基板、例えば前基板（図において上側の基
板）１の内面に、前記マトリックス表示領域の第１行の
第１列の画素に対応する第１の行電極Ｃ１と、前記第１
行の第２列の画素に対応する第２の行電極Ｃ２と、第２
行の第1列の画素に対応する第３の行電極Ｃ３と、前記
第２行の第２列の画素に対応する第４の行電極Ｃ４とが
設けられ、他方の後基板２の内面に、前記マトリックス
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表示領域の第１列の第１行の画素に対応する第１の列電
極Ｓ１と、前記第１列の第２行の画素に対応する第２の
列電極Ｓ２と、第２列の第１行の画素に対応する第３の
列電極Ｓ３と、前記第２列の第２行の画素に対応する第
４の列電極Ｓ４とが設けられている。
【０００５】前記行電極Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４と列電
極Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４は、いずれもＩＴＯ等の透明
導電膜からなる透明電極であり、前基板１に設けられた
第１～第４の行電極Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４は、この前
基板１の一端縁部に設けられた４つの行信号入力端子３
にリード配線４を介してそれぞれ接続され、後基板２に
設けられた第１～第４の列電極Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４
は、この後基板２の一側縁部に設けられた４つの列信号
入力端子５にリード配線６を介してそれぞれ接続されて
いる。
【０００６】また、図では省略しているが、前記一対の
基板１，２の内面にはそれぞれ、前記行電極Ｃ１，Ｃ
２，Ｃ３，Ｃ４および列電極Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４を
覆って配向膜が設けられている。
【０００７】そして、前記一対の基板１，２は、図に二
点鎖線で示した枠状シール材７を介して接合されてお
り、これらの基板１，２間の前記シール材７で囲まれた
領域に、前記シール材７の所定個所に設けられた図示し
ない液晶注入口から充填された液晶層が設けられてい
る。
【０００８】この液晶表示素子は、例えばＴＮ（ツイス
テッドネマティック）型のものであり、前記一対の基板
１，２間の液晶層の液晶分子は電圧無印加状態において
所定のツイスト角でツイスト配向しており、また、前記
一対の基板１，２の外面にはそれぞれ図示しない偏光板
が、それぞれの透過軸を所定の方向に向けて配置されて
いる。
【０００９】この液晶表示素子は、前記第１の行電極Ｃ
１と前記第１の列電極Ｓ１との間への印加電圧と、前記
第２の行電極Ｃ２と前記第２の列電極Ｓ１との間への印
加電圧と、前記第３の行電極Ｃ３と前記第３の列電極Ｓ
３との間への印加電圧と、前記第４の行電極Ｃ４と前記
第４の列電極Ｓ４との間への印加電圧とをそれぞれ制御
することによりスタティック駆動されている。
【００１０】図１１に示したマトリックス液晶表示素子
は、時分割駆動方式のものであり、図示しない液晶層を
挟んで対向する前後一対の透明基板１１，１２のうち、
一方の基板、例えば前基板（図において上側の基板）１
１の内面に、前記マトリックス表示領域の第１行の第１
列と第２列の画素の両方に対応する第１の行電極Ｃ１１
と、第２行の第１列と第２列の画素の両方に対応する第
２の行電極Ｃ１２とが設けられ、他方の後基板１２の内
面に、前記マトリックス表示領域の第１列の第１行と第
２行の画素の両方に対応する第１の列電極Ｓ１１と、第
２列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第２の列
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電極Ｓ１２とが設けられている。
【００１１】なお、前記第１と第２の行電極Ｃ１１，Ｃ
１２はそれぞれ、その電極Ｃ１１，Ｃ１２が対応する第
１列と第２列の両方の画素のパターンにそれぞれ対応す
る形状に形成された２つの電極部Ｃ１１ａおよびＣ１１
ｂ，Ｃ１２ａおよびＣ１２ｂと、この２つの電極部Ｃ１
１ａおよびＣ１１ｂ，Ｃ１２ａおよびＣ１２ｂをつなぐ
リード部Ｃ１１ｃ，Ｃ１２ｃとからなっており、前記第
１と第２の列電極Ｓ１１，Ｓ１２はそれぞれ、その電極
Ｓ１１，Ｓ１２が対応する第１行と第２行の両方の画素
のパターンにそれぞれ対応する形状に形成された２つの
電極部Ｓ１１ａおよびＳ１１ｂ，Ｓ１２ａおよびＳ１２
ｂと、この２つの電極部Ｓ１１ａおよびＳ１１ｂ，Ｓ１
２ａおよびＳ１２ｂをつなぐリード部Ｓ１１ｃ，Ｓ１２
ｃとからなっている。
【００１２】前記行電極Ｃ１１，Ｃ１２と列電極Ｓ１
１，Ｓ１２は、いずれもＩＴＯ等の透明導電膜からなる
透明電極であり、前基板１１に設けられた第１および第
２の行電極Ｃ１１，Ｃ１２は、この前基板１１の一端縁
部に設けられた２つの行信号入力端子１３にリード配線
１４を介してそれぞれ接続され、後基板２に設けられた
第１および第２の列電極Ｓ１１，Ｓ１２は、この後基板
１２の一側縁部に設けられた２つの列信号入力端子１５
にリード配線１６を介してそれぞれ接続されている。
【００１３】また、図では省略しているが、前記一対の
基板１１，１２の内面にはそれぞれ、前記行電極Ｃ１
１，Ｃ１２および列電極Ｓ１１，Ｓ１２を覆って配向膜
が設けられている。
【００１４】そして、前記一対の基板１１，１２は、図
に二点鎖線で示した枠状シール材７を介して接合されて
おり、これらの基板１，２間の前記シール材７で囲まれ
た領域に、前記シール材１７の所定個所に設けられた図
示しない液晶注入口から充填された液晶層が設けられて
いる。
【００１５】この液晶表示素子は、例えばＴＮ型のもの
であり、前記一対の基板１１，１２間の液晶層の液晶分
子は電圧無印加状態において所定のツイスト角でツイス
ト配向しており、また、前記一対の基板１１，１２の外
面にはそれぞれ図示しない偏光板が、それぞれの透過軸
を所定の方向に向けて配置されている。
【００１６】この液晶表示素子は、前記第１と第２の行
電極Ｃ１１，Ｃ１２にそれぞれ、所定の電位になる選択
期間を互いに異ならせた波形の行信号を供給し、前記第
１および第２の列電極Ｓ１１，Ｓ１２にそれぞれ、前記
第１の行電極Ｃ１１の選択期間に第１行の画素に対する
書込み電位になり、前記第２の行電極Ｃ１２の選択期間
に第２行の画素に対する書込み電位になる波形の行信号
を供給することにより時分割駆動され、前記４つの画素
を選択的に表示する。
【００１７】
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【発明が解決しようとする課題】上記図１０に示した従
来のマトリックス液晶表示素子は、スタティック駆動方
式のものであるため、各画素の電極間のオフ電圧（実効
電圧）を０とすることができ、したがってコントラスト
の高い表示が得られるが、その反面、各画素ごとに対応
する行電極Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４および列電極Ｓ１，
Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４にそれぞれ行信号および列信号を供給
しなければならないため、その駆動に、行信号出力端子
数と列信号出力端子数との両方がそれぞれ少なくとも前
記マトリックス表示領域の画素数と同数以上の、端子数
の多い駆動回路素子を用いなければならない。
【００１８】一方、図１１に示した従来のマトリックス
液晶表示素子は、時分割駆動方式のものであるため、行
電極Ｃ１１，Ｃ１２および列電極Ｓ１１，Ｓ１２の数は
それぞれ前記マトリックス表示領域の画素の行数および
列数と同じでよく、したがって、行信号出力端子数およ
び列信号出力端子数が少ない安価な駆動回路素子を用い
て駆動することができる。
【００１９】しかし、この時分割駆動方式のマトリック
ス液晶表示素子は、各行電極Ｃ１１，Ｃ１２がそれぞれ
複数の列電極Ｓ１１，Ｓ１２に対向し、各列電極Ｓ１
１，Ｓ１２それぞれ複数の行電極Ｃ１１，Ｃ１２に対向
しているため、各画素の電極間のオフ電圧（実効電圧）
を０にすることができず、そのため、高いコントラスト
が得られない。
【００２０】この発明は、各画素の電極間のオフ電圧
（実効電圧）を０にし、コントラストの高い表示を得る
とともに、画素数に比べて少ない行信号出力端子数およ
び列信号出力端子数の駆動回路素子を用いて駆動するこ
とができるマトリックス液晶表示素子を提供することを
目的としたものである。
【００２１】
【課題を解決するための手段】この発明のマトリックス
液晶表示素子は、２行２列に配列する４つの画素からな
る少なくとも１つのマトリックス表示領域を有し、液晶
層を挟んで対向する一対の基板のうち、一方の基板の内
面に、前記マトリックス表示領域の第１行の第１列と第
２列の画素の両方に対応する第１の行電極と、第２行の
第1列の画素に対応する第２の行電極と、前記第２行の
第２列の画素に対応する第３の行電極とが設けられ、他
方の基板の内面に、前記マトリックス表示領域の第１列
の第１行と第２行の画素の両方に対応する第１の列電極
と、第２列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第
２の列電極とが設けられ、前記第１の行電極と前記第１
の列電極との間への印加電圧と、前記第１の行電極と前
記第２の列電極との間への印加電圧と、前記第２の行電
極と前記第１の列電極との間への印加電圧と、前記第３
の行電極と前記第２の列電極との間への印加電圧とをそ
れぞれ制御することによりスタティック駆動されること
を特徴とするものである。
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【００２２】すなわち、この液晶表示素子は、一方の基
板に設けられた第１～第３の行電極と、他方の基板に設
けられた第１および第２の列電極とが上記のような対応
関係にあるため、スタティック駆動により２行２列の４
つの画素の電極間電圧をそれぞれ制御することができ、
したがって、各画素の電極間のオフ電圧（実効電圧）を
０にし、コントラストの高い表示を得ることができる。
【００２３】しかも、この液晶表示素子は、２行２列に
配列する４つの画素からなる少なくとも１つのマトリッ
クス表示領域を有するものであるが、そのマトリックス
表示領域の電極数は、前記第１～第３の３つの行電極
と、前記第１および第２の２つの列電極だけでよいた
め、画素数に比べて少ない行信号出力端子数および列信
号出力端子数の駆動回路素子を用いて駆動することがで
きる。
【００２４】また、この発明の他のマトリックス液晶表
示素子は、２行３列に配列する６つの画素からなる少な
くとも１つのマトリックス表示領域を有し、液晶層を挟
んで対向する一対の基板のうち、一方の基板の内面に、
前記マトリックス表示領域の第１行の第１列と第２列の
画素の両方に対応する第１の行電極と、前記第１行の第
３列の画素に対応する第２の行電極と、第２行の第１列
の画素に対応する第３の行電極と、前記第２行の第２列
と第３列の画素の両方に対応する第４の行電極とが設け
られ、他方の基板の内面に、前記マトリックス表示領域
の第１列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第１
の列電極と、第２列の第１行と第２行の画素の両方に対
応する第２の列電極と、第３列の第１行と第２行の画素
の両方に対応する第３の列電極とが設けられ、前記第１
の行電極と前記第１の列電極との間への印加電圧と、前
記第１の行電極と前記第２の列電極との間への印加電圧
と、前記第２の行電極と前記第３の列電極との間への印
加電圧と、前記第３の行電極と前記第１の列電極との間
への印加電圧と、前記第４の行電極と前記第２の列電極
との間への印加電圧と、前記第４の行電極と前記第３の
列電極との間への印加電圧とをそれぞれ制御することに
よりスタティック駆動されることを特徴とするものであ
る。
【００２５】すなわち、この液晶表示素子は、一方の基
板に設けられた第１～第４の行電極と、他方の基板に設
けられた第１～第３の列電極とが上記のような対応関係
にあるため、スタティック駆動により２行３列の６つの
画素の電極間電圧をそれぞれ制御することができ、した
がって、各画素の電極間のオフ電圧（実効電圧）を０に
し、コントラストの高い表示を得ることができる。
【００２６】しかも、この液晶表示素子は、２行３列に
配列する６つの画素からなる少なくとも１つのマトリッ
クス表示領域を有するものであるが、そのマトリックス
領域の電極数は、前記第１～第４の４つの行電極と、前
記第１～第３の３つの列電極だけでよいため、画素数に
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比べて少ない行信号出力端子数および列信号出力端子数
の駆動回路素子を用いて駆動することができる。
【００２７】さらに、この発明の他のマトリックス液晶
表示素子は、４行３列に配列する１２の画素からなる少
なくとも１つのマトリックス表示領域を有し、液晶層を
挟んで対向する一対の基板のうち、一方の基板の内面
に、前記マトリックス表示領域の第１行の第１列と第２
列の画素の両方に対応する第１の行電極と、前記第１行
の第３列の画素に対応する第２の行電極と、第２行の第
１列の画素に対応する第３の行電極と、前記第２行の第
２列と第３列の画素の両方に対応する第４の行電極と、
第３行の第１列と第２列の画素の両方に対応する第５の
行電極と、前記第３行の第３列の画素に対応する第６の
行電極と、第４行の第１列の画素に対応する第７の行電
極と、前記第４行の第２列と第３列の画素の両方に対応
する第８の行電極とが設けられ、他方の基板の内面に、
前記マトリックス表示領域の第１列の第１行と第２行の
画素の両方に対応する第１の列電極と、前記第１列の第
３行と第４行の画素の両方に対応する第２の列電極と、
第２列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第３の
列電極と、前記第２列の第３行と第４行の画素の両方に
対応する第４の列電極と、第３列の第１行と第２行の画
素の両方に対応する第５の列電極と、前記第３列の第３
行と第４行の画素の両方に対応する第６の列電極とが設
けられ、前記第１の行電極と前記第１の列電極との間へ
の印加電圧と、前記第１の行電極と前記第２の列電極と
の間への印加電圧と、前記第２の行電極と前記第３の列
電極との間への印加電圧と、前記第３の行電極と前記第
１の列電極との間への印加電圧と、前記第４の行電極と
前記第２の列電極との間への印加電圧と、前記第４の行
電極と前記第３の列電極との間への印加電圧と、前記第
５の行電極と前記第４の列電極との間への印加電圧と、
前記第５の行電極と前記第５の列電極との間への印加電
圧と、前記第６の行電極と前記第６の列電極との間への
印加電圧と、前記第７の行電極と前記第４の列電極との
間への印加電圧と、前記第８の行電極と前記第５の列電
極との間への印加電圧と、前記第８の行電極と前記第６
の列電極との間への印加電圧とをそれぞれ制御すること
によりスタティック駆動されることを特徴とするもので
ある。
【００２８】すなわち、この液晶表示素子は、一方の基
板に設けられた第１～第８の行電極と、他方の基板に設
けられた第１～第６の列電極とが上記のような対応関係
にあるため、スタティック駆動により４行３列の１２の
画素の電極間電圧をそれぞれ制御することができ、した
がって、各画素の電極間のオフ電圧（実効電圧）を０に
し、コントラストの高い表示を得ることができる。
【００２９】しかも、この液晶表示素子は、４行３列の
１２の画素からなる少なくとも１つのマトリックス表示
領域を有するものであるが、そのマトリックス表示領域
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の電極数は、前記第１～第８の８つの行電極と、前記第
１～第６の６つの列電極だけでよいため、画素数に比べ
て少ない行信号出力端子数および列信号出力端子数の駆
動回路素子を用いて駆動することができる。
【００３０】
【発明の実施の形態】この発明の液晶表示素子は、上記
のように、２行２列に配列する４つの画素からなる少な
くとも１つのマトリックス表示領域を有し、一方の基板
の内面に、前記マトリックス表示領域の第１行の第１列
と第２列の画素の両方に対応する第１の行電極と、第２
行の第1列の画素に対応する第２の行電極と、前記第２
行の第２列の画素に対応する第３の行電極とが設けら
れ、他方の基板の内面に、前記マトリックス表示領域の
第１列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第１の
列電極と、第２列の第１行と第２行の画素の両方に対応
する第２の列電極とが設けられ、前記第１の行電極と前
記第１の列電極との間、前記第１の行電極と前記第２の
列電極との間、前記第２の行電極と前記第１の列電極と
の間、および前記第３の行電極と前記第２の列電極との
間への印加電圧をそれぞれ制御することによりスタティ
ック駆動されるものであるため、各画素の電極間のオフ
電圧（実効電圧）を０にし、コントラストの高い表示を
得るとともに、画素数に比べて少ない行信号出力端子数
および列信号出力端子数の駆動回路素子を用いて駆動す
ることができる。
【００３１】この液晶表示素子において、前記第１行の
第１列と第２列の画素の両方に対応する第１の行電極
と、前記第１列の第１行と第２行の画素の両方に対応す
る第１の列電極と、前記第２列の第１行と第２行の画素
の両方に対応する第２の列電極とはそれぞれ、その電極
が対応する前記両方の画素のパターンにそれぞれ対応す
る形状に形成された２つの電極部と、この２つの電極部
をつなぐリード部とからなる形状の電極でもよく、ま
た、前記両方の画素のパターンにそれぞれ対応する形状
の２つの電極部が直接連続した形状の電極でもよい。
【００３２】また、この発明の他の液晶表示素子は、上
記のように、２行３列に配列する６つの画素からなる少
なくとも１つのマトリックス表示領域を有し、一方の基
板の内面に、前記マトリックス表示領域の第１行の第１
列と第２列の画素の両方に対応する第１の行電極と、前
記第１行の第３列の画素に対応する第２の行電極と、第
２行の第１列の画素に対応する第３の行電極と、前記第
２行の第２列と第３列の画素の両方に対応する第４の行
電極とが設けられ、他方の基板の内面に、前記マトリッ
クス表示領域の第１列の第１行と第２行の画素の両方に
対応する第１の列電極と、第２列の第１行と第２行の画
素の両方に対応する第２の列電極と、第３列の第１行と
第２行の画素の両方に対応する第３の列電極とが設けら
れ、前記第１の行電極と前記第１の列電極との間、前記
第１の行電極と前記第２の列電極との間、前記第２の行
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電極と前記第３の列電極との間、前記第３の行電極と前
記第１の列電極との間、前記第４の行電極と前記第２の
列電極との間、および前記第４の行電極と前記第３の列
電極との間への印加電圧をそれぞれ制御することにより
スタティック駆動されるものであるため、各画素の電極
間のオフ電圧（実効電圧）を０にし、コントラストの高
い表示を得るとともに、画素数に比べて少ない行信号出
力端子数および列信号出力端子数の駆動回路素子を用い
て駆動することができる。
【００３３】この液晶表示素子において、前記第１行の
第１列と第２列の画素の両方に対応する第１の行電極
と、前記第２行の第２列と第３列の画素の両方に対応す
る第４の行電極と、前記第１列の第１行と第２行の画素
の両方に対応する第１の列電極と、前記第２列の第１行
と第２行の画素の両方に対応する第２の列電極と、前記
第３列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第３の
列電極とはそれぞれ、その電極が対応する前記両方の画
素のパターンにそれぞれ対応する形状に形成された２つ
の電極部と、この２つの電極部をつなぐリード部とから
なる形状の電極でもよく、また、前記両方の画素のパタ
ーンにそれぞれ対応する形状の２つの電極部が直接連続
した形状の電極でもよい。
【００３４】さらに、この発明の他の液晶表示素子は、
上記のように、４行３列に配列する１２の画素からなる
少なくとも１つのマトリックス表示領域を有し、一方の
基板の内面に、前記マトリックス表示領域の第１行の第
１列と第２列の画素の両方に対応する第１の行電極と、
前記第１行の第３列の画素に対応する第２の行電極と、
第２行の第１列の画素に対応する第３の行電極と、前記
第２行の第２列と第３列の画素の両方に対応する第４の
行電極と、第３行の第１列と第２列の画素の両方に対応
する第５の行電極と、前記第３行の第３列の画素に対応
する第６の行電極と、第４行の第１列の画素に対応する
第７の行電極と、前記第４行の第２列と第３列の画素の
両方に対応する第８の行電極とが設けられ、他方の基板
の内面に、前記マトリックス表示領域の第１列の第１行
と第２行の画素の両方に対応する第１の列電極と、前記
第１列の第３行と第４行の画素の両方に対応する第２の
列電極と、第２列の第１行と第２行の画素の両方に対応
する第３の列電極と、前記第２列の第３行と第４行の画
素の両方に対応する第４の列電極と、第３列の第１行と
第２行の画素の両方に対応する第５の列電極と、前記第
３列の第３行と第４行の画素の両方に対応する第６の列
電極とが設けられ、前記第１の行電極と前記第１の列電
極との間、前記第１の行電極と前記第２の列電極との
間、前記第２の行電極と前記第３の列電極との間、前記
第３の行電極と前記第１の列電極との間、前記第４の行
電極と前記第２の列電極との間、前記第４の行電極と前
記第３の列電極との間、前記第５の行電極と前記第４の
列電極との間、前記第５の行電極と前記第５の列電極と
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の間、前記第６の行電極と前記第６の列電極との間、前
記第７の行電極と前記第４の列電極との間、前記第８の
行電極と前記第５の列電極との間、および前記第８の行
電極と前記第６の列電極との間への印加電圧をそれぞれ
制御することによりスタティック駆動されるものである
ため、各画素の電極間のオフ電圧（実効電圧）を０に
し、コントラストの高い表示を得るとともに、画素数に
比べて少ない行信号出力端子数および列信号出力端子数
の駆動回路素子を用いて駆動することができる。
【００３５】この液晶表示素子において、前記第１行の
第１列と第２列の画素の両方に対応対応する第１の行電
極と、前記第２行の第２列と第３列の画素の両方に対応
する第４の行電極と、前記第３行の第１列と第２列の画
素の両方に対応する第５の行電極と、前記第４行の第２
列と第３列の画素の両方に対応する第８の行電極と、前
記第１列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第１
の列電極と、前記第１列の第３行と第４行の画素の両方
に対応する第２の列電極と、前記第２列の第１行と第２
行の画素の両方に対応する第３の列電極と、前記第２列
の第３行と第４行の画素の両方に対応する第４の列電極
と、前記第３列の第１行と第２行の画素の両方に対応す
る第５の列電極と、前記第３列の第３行と第４行の画素
の両方に対応する第６の列電極とはそれぞれ、その電極
が対応する前記両方の画素のパターンにそれぞれ対応す
る形状に形成された２つの電極部と、この２つの電極部
をつなぐリード部とからなる形状の電極でもよく、ま
た、前記両方の画素のパターンにそれぞれ対応する形状
の２つの電極部が直接連続した形状の電極でもよい。
【００３６】
【実施例】図１および図２はこの発明の第１の実施例を
示しており、図１はマトリックス液晶表示素子の分解斜
視図、図２は前記液晶表示素子のマトリックス表示領域
の画素配列図である。
【００３７】この実施例のマトリックス液晶表示素子
は、図２のように２行２列に配列する４つの画素ｄ１，
ｄ２，ｄ３，ｄ４からなる１つのマトリックス表示領域
Ｄを有するものであり、前記４つの画素ｄ１～ｄ４は、
例えば、円形状を上下左右に４分割したパターンを有し
ている。
【００３８】この液晶表示素子は、図１のような構成の
ものであり、図示しない液晶層を挟んで対向する前後一
対の透明基板２１，２２のうち、一方の基板の内面、例
えば前基板（図において上側の基板）２１の内面に、前
記マトリックス表示領域Ｄの第１行の第１列と第２列の
画素ｄ１，ｄ２の両方に対応する第１の行電極Ｃ２１
と、第２行の第1列の画素ｄ３に対応する第２の行電極
Ｃ２２と、前記第２行の第２列の画素ｄ４に対応する第
３の行電極Ｃ２３とが設けられ、他方の後基板２２の内
面に、前記マトリックス表示領域Ｄの第１列の第１行と
第２行の画素ｄ１，ｄ３の両方に対応する第１の列電極
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Ｓ２１と、第２列の第１行と第２行の画素ｄ２，ｄ４の
両方に対応する第２の列電極Ｓ２２とが設けられてい
る。
【００３９】なお、前記第１～第３の行電極Ｃ２１，Ｃ
２２，Ｃ２３のうち、前記第１行の第１列と第２列の画
素ｄ１，ｄ２の両方に対応する第１の行電極Ｃ２１は、
その電極Ｃ２１が対応する前記両方の画素ｄ１，ｄ２の
パターンにそれぞれ対応する形状に形成された２つの電
極部Ｃ２１ａ，Ｃ２１ｂと、この２つの電極部Ｃ２１
ａ，Ｃ２１ｂをつなぐリード部Ｃ２１ｃとからなってい
る。
【００４０】また、前記第１と第２の列電極Ｓ２１，Ｓ
２２はそれぞれ、その電極Ｓ２１，Ｓ２２が対応する第
１行と第２行の両方の画素ｄ１およびｄ３，ｄ２および
ｄ４のパターンにそれぞれ対応する形状に形成された２
つの電極部Ｓ２１ａおよびＳ２１ｂ，Ｓ２２ａおよびＳ
２２ｂと、この２つの電極部Ｓ２１ａおよびＳ２１ｂ，
Ｓ２２ａおよびＳ２２ｂをつなぐリード部Ｓ２１ｃ，Ｓ
２２ｃとからなっている。
【００４１】前記行電極Ｃ２１，Ｃ２２，Ｃ２３と列電
極Ｓ２１，Ｓ２２は、いずれもＩＴＯ等の透明導電膜か
らなる透明電極であり、前基板２１に設けられた第１～
第３の行電極Ｃ２１，Ｃ２２，Ｃ２３は、この前基板２
１の一端縁部に設けられた３つの行信号入力端子２３に
リード配線２４を介してそれぞれ接続され、後基板２２
に設けられた第１および第２の列電極Ｓ２１，Ｓ２２
は、この後基板２２の一側縁部に設けられた２つの列信
号入力端子２５にリード配線２６を介してそれぞれ接続
されている。
【００４２】また、図では省略しているが、前記一対の
基板２１，２２の内面にはそれぞれ、前記行電極Ｃ２
１，Ｃ２２，Ｃ２３および列電極Ｓ２１，Ｓ２２を覆っ
て配向膜が設けられている。
【００４３】そして、前記一対の基板２１，２２は、図
に二点鎖線で示した枠状シール材２７を介して接合され
ており、これらの基板２１，２２間の前記シール材２７
で囲まれた領域に、前記シール材２７の所定個所に設け
られた図示しない液晶注入口から充填された液晶層が設
けられている。
【００４４】この液晶表示素子は、例えばＴＮ型のもの
であり、前記一対の基板２１，２２間の液晶層の液晶分
子は電圧無印加状態において所定のツイスト角でツイス
ト配向しており、また、前記一対の基板２１，２２の外
面にはそれぞれ図示しない偏光板が、それぞれの透過軸
を所定の方向に向けて配置されている。
【００４５】この液晶表示素子は、前記第１の行電極Ｃ
２１と前記第１の列電極Ｓ２１との間への印加電圧と、
前記第１の行電極Ｃ２１と前記第２の列電極Ｓ２２との
間への印加電圧と、前記第２の行電極Ｃ２２と前記第１
の列電極Ｓ２１との間への印加電圧と、前記第３の行電
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極Ｃ２３と前記第２の列電極Ｓ２２との間への印加電圧
とをそれぞれ制御することによりスタティック駆動され
る。
【００４６】その駆動は、前記第１、第２、第３の行電
極Ｃ２１，Ｃ２２，Ｃ２３にそれぞれ供給する行信号の
電位と、前記第１と第２の列電極Ｓ２１，Ｓ２２とにそ
れぞれ供給する行信号の電位とを、いずれも０と±Ｖｔ
ｈ（液晶のしきい値電圧以上の正または負の極性の電
位）とに制御することにより行なえばよく、このような
駆動により、前記２行２列の４つの画素ｄ１，ｄ２，ｄ
３，ｄ４の点灯、非点灯を次の１６通りに制御すること
ができる。
【００４７】図３は前記液晶表示素子の表示例を示して
いる。なお、この表示例は、ノーマリーホワイトモード
の場合であり、図において塗りつぶした画素が点灯画
素、他の画素が非点灯画素である。
【００４８】図３の（１）は、第１～第３の行電極Ｃ２
１，Ｃ２２，Ｃ２３の電位がいずれも０で、第１と第２
の列電極Ｓ２１，Ｓ２２の電位がいずれも０のときの表
示を示しており、このときは、４つの画素ｄ１，ｄ２，
ｄ３，ｄ４の全てが非点灯の無表示状態である。
【００４９】図３の（２）は、第１の行電極Ｃ２１の電
位が±Ｖｔｈ、第２と第３の行電極Ｃ２２，Ｃ２３の電
位が０で、第１と第２の列電極Ｓ２１，Ｓ２２の電位が
いずれも０のときの表示を示しており、このときは、画
素ｄ１が点灯し、この画素ｄ１のパターンが表示され
る。
【００５０】図３の（３）は、第１と第２の行電極Ｃ２
１，Ｃ２２の電位が０、第３の行電極Ｃ２３の電位が±
Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ２１の電位が０、第２の列電
極Ｓ２２の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示しており、
このときは、画素ｄ２が点灯し、この画素ｄ２のパター
ンが表示される。
【００５１】図３の（４）は、第１の行電極Ｃ２１の電
位が０、第２の行電極Ｃ２２の電位が±Ｖｔｈ、第３の
行電極Ｃ２３の電位が０で、第１と第２の列電極Ｓ２
１，Ｓ２２の電位がいずれも０のときの表示を示してお
り、このときは、画素ｄ３が点灯し、この画素ｄ３のパ
ターンが表示される。
【００５２】図３の（５）は、第１と第２の行電極Ｃ２
１，Ｃ２２の電位が０、第３の行電極Ｃ２３の電位が±
Ｖｔｈで、第１と第２の列電極Ｓ２１，Ｓ２２の電位が
いずれも０のときの表示を示しており、このときは、画
素ｄ４が点灯し、この画素ｄ４のパターンが表示され
る。
【００５３】図３の（６）は、第１と第２の行電極Ｃ２
１，Ｃ２２の電位が０、第３の行電極Ｃ２３の電位が±
Ｖｔｈで、第１と第２の列電極Ｓ２１，Ｓ２２の電位が
いずれも±Ｖｔｈのときの表示を示しており、このとき
は、画素ｄ１，ｄ２が点灯し、この２つの画素ｄ１，ｄ
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２のパターンが表示される。
【００５４】図３の（７）は、第１～第３の行電極Ｃ２
１，Ｃ２２，Ｃ２３の電位がいずれも０で、第１の列電
極Ｓ２１の電位が±Ｖｔｈ、第２の列電極Ｓ２２の電位
が０のときの表示を示しており、このときは、画素ｄ
１，ｄ３が点灯し、この２つの画素ｄ１，ｄ３のパター
ンが表示される。
【００５５】図３の（８）は、第１～第３の行電極Ｃ２
１，Ｃ２２，Ｃ２３の電位がいずれも０で、第１の列電
極Ｓ２１の電位が０、第２の列電極Ｓ２２の電位が±Ｖ
ｔｈのときの表示を示しており、このときは、画素ｄ
２，ｄ４が点灯し、この２つの画素ｄ２，ｄ４のパター
ンが表示される。
【００５６】図３の（９）は、第１の行電極Ｃ２１の電
位が０、第２と第３の行電極Ｃ２２，Ｃ２３の電位が±
Ｖｔｈで、第１と第２の列電極Ｓ２１，Ｓ２２の電位が
いずれも０のときの表示を示しており、このときは、画
素ｄ３，ｄ４が点灯し、この２つの画素ｄ３，ｄ４のパ
ターンが表示される。
【００５７】図３の（１０）は、第１と第２の行電極Ｃ
２１，Ｃ２２の電位が０、第３の行電極Ｃ２３の電位が
±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ２１の電位が±Ｖｔｈ、第
２の列電極Ｓ２２の電位が０のときの表示を示してお
り、このときは、画素ｄ１，ｄ４が点灯し、この２つの
画素ｄ１，ｄ４のパターンが表示される。
【００５８】図３の（１１）は、第１の行電極Ｃ２１の
電位が０、第２と第３の行電極Ｃ２２，Ｃ２３の電位が
±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ２１の電位が０、第２の列
電極Ｓ２２の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは、画素ｄ２，ｄ３が点灯し、この２つの
画素ｄ２，ｄ３のパターンが表示される。
【００５９】図３の（１２）は、第１と第２の行電極Ｃ
２１，Ｃ２２の電位が０、第３の行電極Ｃ２３の電位が
±Ｖｔｈで、第１と第２の列電極Ｓ２１，Ｓ２２の電位
がいずれも±Ｖｔｈのときの表示を示しており、このと
きは、画素ｄ１，ｄ２，ｄ３が点灯し、この３つの画素
ｄ１，ｄ２，ｄ３のパターンが表示される。
【００６０】図３の（１３）は、第１の行電極Ｃ２１の
電位が０、第２の行電極Ｃ２２の電位が±Ｖｔｈ、第３
の行電極Ｃ２３の電位が±Ｖｔｈで、第１と第２の列電
極Ｓ２１，Ｓ２２の電位がいずれも±Ｖｔｈのときの表
示を示しており、このときは、画素ｄ１，ｄ２，ｄ４が
点灯し、この３つの画素ｄ１，ｄ２，ｄ４のパターンが
表示される。
【００６１】図３の（１４）は、第１と第２の行電極Ｃ
２１，Ｃ２２の電位が０、第３の行電極Ｃ２３の電位が
±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ２１の電位が±Ｖｔｈ、第
２の列電極Ｓ２２の電位が０のときの表示を示してお
り、このときは、画素ｄ１，ｄ３，ｄ４が点灯し、この
３つの画素ｄ１，ｄ３，ｄ４のパターンが表示される。
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【００６２】図３の（１５）は、第１の行電極Ｃ２１の
電位が０、第２の行電極Ｃ２２の電位が±Ｖｔｈ、第３
の行電極Ｃ２３の電位が０で、第１の列電極Ｓ２１の電
位が０、第２の列電極Ｓ２２の電位が±Ｖｔｈのときの
表示を示しており、このときは、画素ｄ２，ｄ３，ｄ４
が点灯し、この３つの画素ｄ２，ｄ３，ｄ４のパターン
が表示される。
【００６３】図３の（１６）は、第１～第３の行電極Ｃ
２１，Ｃ２２，Ｃ２３の電位がいずれも０で、第１と第
２の列電極Ｓ２１，Ｓ２２の電位がいずれも±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは、全ての画素ｄ
１，ｄ２，ｄ３，ｄ４が点灯し、その４つの画素ｄ１，
ｄ２，ｄ３，ｄ４のパターンが表示される。
【００６４】すなわち、この液晶表示素子は、一方の基
板２１に設けられた第１、第２および第３の行電極Ｃ２
１，Ｃ２２，Ｃ２３と、他方の基板２２に設けられた第
１および第２の列電極Ｓ２１，Ｓ２２とが上記のような
対応関係にあるため、上記のようなスタティック駆動に
より２行２列の４つの画素ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄ４の電
極間電圧をそれぞれ制御することができ、したがって、
各画素ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄ４の電極間のオフ電圧（実
効電圧）を０にし、コントラストの高い表示を得ること
ができる。
【００６５】しかも、この液晶表示素子は、２行２列に
配列する４つの画素ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄ４からなるマ
トリックス表示領域Ｄを有するものであるが、そのマト
リックス表示領域Ｄの電極数は、前記第１～第３の３つ
の行電極Ｃ２１，Ｃ２２，Ｃ２３と、前記第１および第
２の２つの列電極Ｓ２１，Ｓ２２だけでよいため、画素
数に比べて少ない行信号出力端子数および列信号出力端
子数の駆動回路素子を用いて駆動することができる。
【００６６】なお、上記実施例では、前記第１行の第１
列と第２列の画素ｄ１，ｄ２の両方に対応する第１の行
電極Ｃ２１と、前記第１列の第１行と第２行の画素ｄ
１，ｄ３の両方に対応する第１の列電極Ｓ２１と、前記
第２列の第１行と第２行の画素ｄ２，ｄ４の両方に対応
する第２の列電極Ｓ２２とをそれぞれ、その電極が対応
する前記両方の画素のパターンにそれぞれ対応する形状
に形成された２つの電極部と、この２つの電極部をつな
ぐリード部とからなる形状の電極としているが、これら
の電極Ｃ２１，Ｓ２１，Ｓ２２は、前記両方の画素のパ
ターンにそれぞれ対応する形状の２つの電極部が直接連
続した形状の電極でもよい。
【００６７】図４および図５はこの発明の第２の実施例
を示しており、図４はマトリックス液晶表示素子の分解
斜視図、図５は前記液晶表示素子のマトリックス表示領
域の画素配列図である。
【００６８】この実施例のマトリックス液晶表示素子
は、図５のように２行３列に配列する６つの画素ｅ１，
ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６からなる１つのマトリッ
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クス表示領域Ｅを有するものであり、前記６つの画素ｅ
１～ｅ６は、例えば、両端がそれぞれ半円形の横長形状
を、上下に２分割、左右に３分割したパターンを有して
いる。
【００６９】この液晶表示素子は、図４のような構成の
ものであり、図示しない液晶層を挟んで対向する前後一
対の透明基板３１，３２のうち、一方の基板の内面、例
えば前基板（図において上側の基板）３１の内面に、前
記マトリックス表示領域Ｅの第１行の第１列と第２列の
画素ｅ１，ｅ２の両方に対応する第１の行電極Ｃ３１
と、前記第１行の第３列の画素ｅ３に対応する第２の行
電極Ｃ３２と、第２行の第1列の画素ｅ４に対応する第
３の行電極Ｃ３３と、前記第２行の第２列と第３列の画
素ｅ５，ｅ６の両方に対応する第４の行電極Ｃ３４とが
設けられ、他方の後基板２２の内面に、前記マトリック
ス表示領域Ｅの第１列の第１行と第２行の画素ｅ１，ｅ
４の両方に対応する第１の列電極Ｓ３１と、第２列の第
１行と第２行の画素ｅ２，ｅ５の両方に対応する第２の
列電極Ｓ３２と、第３列の第１行と第２行の画素ｅ３，
ｅ６の両方に対応する第３の列電極Ｓ３３とが設けられ
ている。
【００７０】なお、前記第１～第４の行電極Ｃ３１，Ｃ
３２，Ｃ３３，Ｃ３４のうち、前記第１行の第２列と第
３列の画素ｅ１，ｅ２の両方に対応する第１の行電極Ｃ
３１と、前記第２行の第２列と第３列の画素ｅ５，ｅ６
の両方に対応する第４の行電極Ｃ３４は、それぞれ、そ
の電極Ｃ３１，Ｃ３４が対応する前記両方の画素ｅ１お
よびｅ２，ｅ５およびｅ６のパターンにそれぞれ対応す
る形状に形成された２つの電極部Ｃ３１ａおよびＣ３１
ｂ，Ｃ３４ａおよびＣ３４ｂと、この２つの電極部Ｃ３
１ａおよびＣ３１ｂ，Ｃ３４ａおよびＣ３４ｂをつなぐ
リード部Ｃ３１ｃ，Ｃ３４とからなっている。
【００７１】また、前記第１、第２、第３の列電極Ｓ３
１，Ｓ３２，Ｓ３３はそれぞれ、その電極Ｓ３１，Ｓ３
２，Ｓ３３が対応する第１行と第２行の両方の画素ｅ１
およびｅ４，ｅ２およびｄ５，ｅ３およびｅ６のパター
ンにそれぞれ対応する形状に形成された２つの電極部Ｓ
３１ａおよびＳ３１ｂ，Ｓ３２ａおよびＳ３２ｂ，Ｓ３
２ａおよびＳ３２ｂと、この２つの電極部Ｓ３１ａおよ
びＳ３１ｂ，Ｓ３２ａおよびＳ３２，Ｓ３３ａおよびＳ
３３ｂをつなぐリード部Ｓ３１ｃ，Ｓ３２ｃ，Ｓ３３と
からなっている。
【００７２】前記行電極Ｃ３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３
４と列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３は、いずれもＩＴＯ
等の透明導電膜からなる透明電極であり、前基板３１に
設けられた第１～第４の行電極Ｃ３１，Ｃ３２，Ｃ３
３，Ｃ３４は、この前基板３１の一端縁部に設けられた
４つの行信号入力端子３３にリード配線３４を介してそ
れぞれ接続され、後基板３２に設けられた第１～第３の
列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３は、この後基板３２の一
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側縁部に設けられた３つの列信号入力端子３５にリード
配線３６を介してそれぞれ接続されている。
【００７３】また、図では省略しているが、前記一対の
基板３１，３２の内面にはそれぞれ、前記行電極Ｃ３
１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４および列電極Ｓ３１，Ｓ３
２，Ｓ３３を覆って配向膜が設けられている。
【００７４】そして、前記一対の基板３１，３２は、図
に二点鎖線で示した枠状シール材３７を介して接合され
ており、これらの基板３１，３２間の前記シール材３７
で囲まれた領域に、前記シール材３７の所定個所に設け
られた図示しない液晶注入口から充填された液晶層が設
けられている。
【００７５】この液晶表示素子は、例えばＴＮ型のもの
であり、前記一対の基板３１，３２間の液晶層の液晶分
子は電圧無印加状態において所定のツイスト角でツイス
ト配向しており、また、前記一対の基板３１，３２の外
面にはそれぞれ図示しない偏光板が、それぞれの透過軸
を所定の方向に向けて配置されている。
【００７６】この液晶表示素子は、前記第１の行電極Ｃ
３１と前記第１の列電極Ｓ３１との間への印加電圧と、
前記第１の行電極Ｃ３１と前記第２の列電極Ｓ３２との
間への印加電圧と、前記第３の行電極Ｃ３３と前記第１
の列電極Ｓ３１との間への印加電圧と、前記第４の行電
極Ｃ３４と前記第２の列電極Ｓ３２との間への印加電圧
と、前記第４の行電極Ｃ３４と前記第３の列電極Ｓ３３
との間への印加電圧とをそれぞれ制御することによりス
タティック駆動される。
【００７７】その駆動は、前記第１、第２、第３、第４
の行電極Ｃ３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４にそれぞれ供
給する行信号の電位と、前記第１、第２、第３の列電極
Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３にそれぞれ供給する行信号の電
位とを、いずれも０と±Ｖｔｈ（液晶のしきい値電圧以
上の正または負の極性の電位）とに制御することにより
行なえばよく、このような駆動により、前記２行３列の
６つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６の点
灯、非点灯を次の６４通りに制御することができる。
【００７８】図６および図７は、前記液晶表示素子の表
示例を示している。なお、この表示例は、ノーマリーホ
ワイトモードの場合であり、図において塗りつぶした画
素が点灯画素、他の画素が非点灯画素である。
【００７９】図６の（１）は、第１～第４の行電極Ｃ３
１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４の電位がいずれも０で、第
１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３の電位がいず
れも０のときの表示を示しており、このときは、６つの
画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６の全てが非点
灯の無表示状態である。
【００８０】図６の（２）は、第１の行電極Ｃ３１の電
位が±Ｖｔｈ、第２～第４の行電極Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ
３４の電位が０で、第１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３
２，Ｓ３３の電位がいずれも０のときの表示を示してお
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り、このときは、画素ｅ１が点灯し、この画素ｅ１のパ
ターンが表示される。
【００８１】図６の（３）は、第１の行電極Ｃ３１の電
位が０、第２の行電極Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の
行電極Ｃ３３の電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位が
±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２と第
３の列電極Ｓ３２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表
示を示しており、このときは、画素ｅ２が点灯し、この
画素ｅ２のパターンが表示される。
【００８２】図６の（４）は、第１の行電極Ｃ３１の電
位が０、第２の行電極Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３と
第４の行電極Ｃ３３，Ｃ３４の電位が０で、第１～第３
の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３の電位がいずれも０の
ときの表示を示しており、このときは、画素ｅ３が点灯
し、この画素ｅ３のパターンが表示される。
【００８３】図６の（５）は、第１と第２の行電極Ｃ３
１，Ｃ３２の電位が０、第３の行電極Ｃ３３の電位が±
Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４の電位が０で、第１～第３
の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３の電位がいずれも０の
ときの表示を示しており、このときは、画素ｅ４が点灯
し、この画素ｅ４のパターンが表示される。
【００８４】図６の（６）は、第１の行電極Ｃ３１の電
位が０、第２の行電極Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の
行電極Ｃ３３の電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位が
±Ｖｔｈで、第１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位
が０、第３の列電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表
示を示しており、このときは、画素ｅ５が点灯し、この
画素ｅ５のパターンが表示される。
【００８５】図６の（７）は、第１の行電極Ｃ３１の電
位が０、第２の行電極Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３と
第４の行電極Ｃ３３，Ｃ３４の電位が０で、第１と第２
の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位が０、第３の列電極Ｓ３
３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示しており、このと
きは、画素ｅ６が点灯し、この画素ｅ６のパターンが表
示される。
【００８６】図６の（８）は、第１の行電極Ｃ３１の電
位が±Ｖｔｈ、第２～第４の行電極Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ
３４の電位が０で、第１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３
２，Ｓ３３の電位がいずれも０のときの表示を示してお
り、このときは、画素ｅ１，ｅ２が点灯し、この２つの
画素ｅ１，ｅ２のパターンが表示される。
【００８７】図６の（９）は、第１の行電極Ｃ３１の電
位が±Ｖｔｈ、第２と第３の行電極Ｃ３２，Ｃ３３の電
位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第１
の列電極Ｓ３１の電位が０、第２と第３の列電極Ｓ３
２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは、画素ｅ１，ｅ３が点灯し、この２つの
画素ｅ１，ｅ３のパターンが表示される。
【００８８】図６の（１０）は、第１～第４の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４の電位がいずれも０で、
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第１の列電極Ｓ３１の電位が±Ｖｔｈ、第２と第３の列
電極Ｓ３２，Ｓ３３の電位が０のときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ１，ｅ４が点灯し、この２つの画
素ｅ１，ｅ４のパターンが表示される。
【００８９】図６の（１１）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２～第４の行電極Ｃ３２，Ｃ３３，
Ｃ３４が０で、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２の
列電極Ｓ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の
電位が０のときの表示を示しており、このときは画素ｅ
１，ｅ５が点灯し、この２つの画素ｅ１，ｅ５のパター
ンが表示される。
【００９０】図６の（１２）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２と第３の行電極Ｃ３２，Ｃ３３の
電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２の列電極Ｓ３２の電
位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の電位が０のときの
表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ６が点灯
し、この２つの画素ｅ１，ｅ６のパターンが表示され
る。
【００９１】図６の（１３）は、第１～第３の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３の電位が０、第４の行電極Ｃ３４
の電位が±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、
第２と第３の列電極Ｓ３２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは画素ｅ２，ｅ３が
点灯し、この２つの画素ｅ２，ｅ３のパターンが表示さ
れる。
【００９２】図６の（１４）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２～第４の行電極Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４
の電位が±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、
第２と第３の列電極Ｓ３２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは画素ｅ２，ｅ４が
点灯し、この２つの画素ｅ２，ｅ４のパターンが表示さ
れる。
【００９３】図６の（１５）は、第１～第４の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４の電位がいずれも０で、
第１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２と第３の列電極Ｓ
３２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ２，ｅ５が点灯し、この２つの画
素ｅ２，ｅ５のパターンが表示される。
【００９４】図６の（１６）は、第１～第３の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３の電位が０、，第４の行電極Ｃ３
４の電位が±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ３１の電位が
０、第２の列電極Ｓ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列電
極Ｓ３３の電位が０のときの表示を示しており、このと
きは画素ｅ２，ｅ６が点灯し、この２つの画素ｅ２，ｅ
６のパターンが表示される。
【００９５】図６の（１７）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２と第３の行電極Ｃ３２，Ｃ３３の電位が
±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４の電位が０で、第１～第
３の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３の電位がいずれも０
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のときの表示を示しており、このときは画素ｅ３，ｅ４
が点灯し、この２つの画素ｅ３，ｅ４のパターンが表示
される。
【００９６】図６の（１８）は、第１～第３の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３の電位が０、第４の行電極Ｃ３４
の電位が±Ｖｔｈで、第１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３
２の電位が０、第３の列電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは画素ｅ３，ｅ５が
点灯し、この２つの画素ｅ３，ｅ５のパターンが表示さ
れる。
【００９７】図６の（１９）は、第１～第４の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｓ３４の電位がいずれも０で、
第１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位が０、第３の
列電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ３，ｅ６が点灯し、この２つの画
素ｅ３，ｅ６のパターンが表示される。
【００９８】図６の（２０）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２～第４の行電極Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４
の電位が±Ｖｔｈで、第１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３
２の電位が０、第３の列電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは画素ｅ４，ｅ５が
点灯し、この２つの画素ｅ４，ｅ５のパターンが表示さ
れる。
【００９９】図６の（２１）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２と第３の行電極Ｃ３２，Ｃ３３の電位が
±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４の電位が０で、第１と第
２の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位が０、第３の列電極Ｓ
３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示しており、この
ときは画素ｅ４，ｅ６が点灯し、この２つの画素ｅ４，
ｅ６のパターンが表示される。
【０１００】図６の（２２）は、第１～第３の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３の電位が０、第４の行電極Ｃ３４
の電位が±Ｖｔｈで、第１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３
２，Ｓ３３の電位がいずれも０のときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ５，ｅ６が点灯し、この２つの画
素ｅ５，ｅ６のパターンが表示される。
【０１０１】図６の（２３）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３と第４の行電極Ｃ
３３，Ｃ３４の電位が０で、第１～第３の列電極Ｓ３
１，Ｓ３２，Ｓ３３の電位がいずれも０のときの表示を
示しており、このときは画素ｅ１，ｅ２，ｅ３が点灯
し、この３つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ３のパターンが表示
される。
【０１０２】図６の（２４）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２の行電極Ｃ３２の電位が０、第３
の行電極Ｃ３３の電位が±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４
の電位が０で、第１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ
３３の電位がいずれも０のときの表示を示しており、こ
のときは画素ｅ１，ｅ２，ｅ４が点灯し、この３つの画
素ｅ１，ｅ２，ｅ４のパターンが表示される。
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【０１０３】図６の（２５）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の行電極Ｃ３３の
電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位が０、第３の列
電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ１，ｅ２，ｅ５が点灯し、この３
つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ５のパターンが表示される。
【０１０４】図６の（２６）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３と第４の行電極Ｃ
３３，Ｃ３４の電位が０で、第１と第２の列電極Ｓ３
１，Ｓ３２の電位が０、第３の列電極Ｓ３３の電位が±
Ｖｔｈのときの表示を示しており、このときは画素ｅ
１，ｅ２，ｅ６が点灯し、この３つの画素ｅ１，ｅ２，
ｅ６のパターンが表示される。
【０１０５】図６の（２７）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２の行電極Ｃ３２の電位が０、第３
と第４の行電極Ｃ３３，Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２と第３の列電極Ｓ３
２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ１，ｅ３，ｅ４が点灯し、この３
つの画素ｅ１，ｅ３，ｅ４のパターンが表示される。
【０１０６】図６の（２８）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３と第４の行電極Ｃ
３３，Ｃ３４の電位が０で、第１の列電極Ｓ３１の電位
が０、第２の列電極Ｓ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列
電極Ｓ３３の電位が０のときの表示を示しており、この
ときは画素ｅ１，ｅ３，ｅ５が点灯し、この３つの画素
ｅ１，ｅ３，ｅ５のパターンが表示される。
【０１０７】図６の（２９）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の行電極Ｃ３３の
電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２の列電極Ｓ３２の電
位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の電位が０のときの
表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ３，ｅ６が
点灯し、この３つの画素ｅ１，ｅ３，ｅ６のパターンが
表示される。
【０１０８】図６の（３０）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２の行電極Ｃ３２の電位が０、第３
の行電極Ｃ３３の電位が±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４
の電位が０で、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２の
列電極Ｓ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の
電位が０のときの表示を示しており、このときは画素ｅ
１，ｅ４，ｅ５が点灯し、この３つの画素ｅ１，ｅ４，
ｅ５のパターンが表示される。
【０１０９】図６の（３１）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２の行電極Ｃ３２の電位が０、第３
と第４の行電極Ｃ３３，Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２の列電極Ｓ３２の電
位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の電位が０のときの
表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ４，ｅ６が
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点灯し、この３つの画素ｅ１，ｅ４，ｅ６のパターンが
表示される。
【０１１０】図６の（３２）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３と第４の行電極Ｃ
３３，Ｃ３４の電位が０で、第１の列電極Ｓ３１の電位
が０、第２の列電極Ｓ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列
電極Ｓ３３の電位が０のときの表示を示しており、この
ときは画素ｅ１，ｅ５，ｅ６が点灯し、この３つの画素
ｅ１，ｅ５，ｅ６のパターンが表示される。
【０１１１】図７の（３３）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が０、第３と第４の行電極Ｃ３３，
Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ３１の電位
が０、第２と第３の列電極Ｓ３２，Ｓ３３の電位が±Ｖ
ｔｈのときの表示を示しており、このときは画素ｅ２，
ｅ３，ｅ４が点灯し、この３つの画素ｅ２，ｅ３，ｅ４
のパターンが表示される。
【０１１２】図７の（３４）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２の行電極Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３
と第４の行電極Ｃ３３，Ｃ３４の電位が０で、第１の列
電極Ｓ３１の電位が０、第２の列電極Ｓ３２の電位が±
Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の電位が０のときの表示を
示しており、このときは画素ｅ２，ｅ３，ｅ５が点灯
し、この３つの画素ｅ２，ｅ３，ｅ５のパターンが表示
される。
【０１１３】図７の（３５）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２の行電極Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３
の行電極Ｃ３３の電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位
が±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２の
列電極Ｓ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の
電位が０のときの表示を示しており、このときは画素ｅ
２，ｅ３，ｅ６が点灯し、この３つの画素ｅ２，ｅ３，
ｅ６のパターンが表示される。
【０１１４】図７の（３６）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が０、第３の行電極Ｃ３３の電位が
±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４の電位が０で、第１の列
電極Ｓ３１の電位が０、第２の列電極Ｓ３２の電位が±
Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の電位が０のときの表示を
示しており、このときは画素ｅ２，ｅ４，ｅ５が点灯
し、この３つの画素ｅ２，ｅ４，ｅ５のパターンが表示
される。
【０１１５】図７の（３７）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が０、第３と第４の行電極Ｃ３３，
Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ３１の電位
が０、第２の列電極Ｓ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列
電極Ｓ３３の電位が０のときの表示を示しており、この
ときは画素ｅ２，ｅ４，ｅ６が点灯し、この３つの画素
ｅ２，ｅ４，ｅ６のパターンが表示される。
【０１１６】図７の（３８）は、第１～第４の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４の電位がいずれも０で、
第１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２の列電極Ｓ３２の

22
電位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の電位が０のとき
の表示を示しており、このときは画素ｅ２，ｅ５，ｅ６
が点灯し、この３つの画素ｅ２，ｅ５，ｅ６のパターン
が表示される。
【０１１７】図７の（３９）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が０、第３と第４の行電極Ｃ３３，
Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第１と第２の列電極Ｓ３
１，Ｓ３２の電位が０、第３の列電極Ｓ３３の電位が±
Ｖｔｈのときの表示を示しており、このときは画素ｅ
３，ｅ４，ｅ５が点灯し、この３つの画素ｅ３，ｅ４，
ｅ５のパターンが表示される。
【０１１８】図７の（４０）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が０、第３の行電極Ｃ３３の電位が
±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４の電位が０で、第１と第
２の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位が０、第３の列電極Ｓ
３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示しており、この
ときは画素ｅ３，ｅ４，ｅ６が点灯し、この３つの画素
ｅ３，ｅ４，ｅ６のパターンが表示される。
【０１１９】図７の（４１）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２の行電極Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３
の行電極Ｃ３３の電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位
が±Ｖｔｈで、第１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ
３３の電位がいずれも０のときの表示を示しており、こ
のときは画素ｅ３，ｅ５，ｅ６が点灯し、この３つの画
素ｅ３，ｅ５，ｅ６のパターンが表示される。
【０１２０】図７の（４２）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が０、第３と第４の行電極Ｃ３３，
Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第１～第３の列電極Ｓ３
１，Ｓ３２，Ｓ３３の電位がいずれも０のときの表示を
示しており、このときは画素ｅ４，ｅ５，ｅ６が点灯
し、この３つの画素ｅ４，ｅ５，ｅ６のパターンが表示
される。
【０１２１】図７の（４３）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２の行電極Ｃ３２の電位が０、第３
と第４の行電極Ｃ３３，Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位が０、第３の列
電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４が点灯し、
この４つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４のパターンが表
示される。
【０１２２】図７の（４４）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２と第３の行電極Ｃ３２，Ｃ３３の
電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位が０、第３の列
電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ５が点灯し、
この４つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ５のパターンが表
示される。
【０１２３】図７の（４５）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２～第４の行電極Ｃ３２，Ｃ３３，
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Ｃ３４の電位が０で、第１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３
２の電位が０、第３の列電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ２，
ｅ３，ｅ６が点灯し、この４つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ
３，ｅ６のパターンが表示される。
【０１２４】図７の（４６）は、第１～第４の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４の電位がいずれも±Ｖｔ
ｈで、第１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位が０、
第３の列電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示
しており、このときは画素ｅ１，ｅ２，ｅ４，ｅ５が点
灯し、この４つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ４，ｅ５のパター
ンが表示される。
【０１２５】図７の（４７）は、第１～第３の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３の電位が±Ｖｔｈ、第４の行電極
Ｃ３４の電位が０で、第１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３
２の電位が０、第３の列電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ２，
ｅ４，ｅ６が点灯し、この４つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ
４，ｅ６のパターンが表示される。
【０１２６】図７の（４８）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２と第３の行電極Ｃ３２，Ｃ３３の
電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，３３の電位がいずれ
も０のときの表示を示しており、このときは画素ｅ１，
ｅ２，ｅ５，ｅ６が点灯し、この４つの画素ｅ１，ｅ
２，ｅ５，ｅ６のパターンが表示される。
【０１２７】図７の（４９）は、第１～第３の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３の電位が±Ｖｔｈ、第４の行電極
Ｃ３４の電位が０で、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、
第２の列電極Ｓ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ
３３の電位が０のときの表示を示しており、このときは
画素ｅ１，ｅ３，ｅ４，ｅ５が点灯し、この４つの画素
ｅ１，ｅ３，ｅ４，ｅ５のパターンが表示される。
【０１２８】図７の（５０）は、第１～第４の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４の電位がいずれも±Ｖｔ
ｈで、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２の列電極Ｓ
３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の電位が０
のときの表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ
３，ｅ４，ｅ６が点灯し、この４つの画素ｅ１，ｅ３，
ｅ４，ｅ６のパターンが表示される。
【０１２９】図７の（５１）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２～第４の行電極Ｃ３２，Ｃ３３，
Ｃ３４の電位が０で、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、
第２と第３の列電極Ｓ３２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ３，
ｅ５，ｅ６が点灯し、この４つの画素ｅ１，ｅ３，ｅ
５，ｅ６のパターンが表示される。
【０１３０】図７の（５２）は、第１～第３の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３の電位が±Ｖｔｈ、第４の行電極
Ｃ３４の電位が０で、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、
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第２と第３の列電極Ｓ３２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ４，
ｅ５，ｅ６が点灯し、この４つの画素ｅ１，ｅ４，ｅ
５，ｅ６のパターンが表示される。
【０１３１】図７の（５３）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２と第３の行電極Ｃ３２，Ｃ３３の電位が
±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４の電位が０で、第１の列
電極Ｓ３１の電位が０、第２の列電極Ｓ３２の電位が±
Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ３３の電位が０のときの表示を
示しており、このときは画素ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５が
点灯し、この４つの画素ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５のパタ
ーンが表示される。
【０１３２】図７の（５４）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２～第４の行電極Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４
の電位が±Ｖｔｈで、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、
第２の列電極Ｓ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の列電極Ｓ
３３の電位が０のときの表示を示しており、このときは
画素ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ６が点灯し、この４つの画素
ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ６のパターンが表示される。
【０１３３】図７の（５５）は、第１～第４の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４の電位がいずれも０で、
第１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２と第３の列電極Ｓ
３２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ２，ｅ３，ｅ５，ｅ６が点灯し、
この４つの画素ｅ２，ｅ３，ｅ５，ｅ６のパターンが表
示される。
【０１３４】図７の（５６）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２と第３の行電極Ｃ３２，Ｃ３３の電位が
±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４の電位が０で、第１の列
電極Ｓ３１の電位が０、第２と第３の列電極Ｓ３２，Ｓ
３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示しており、この
ときは画素ｅ２，ｅ４，ｅ５，ｅ６が点灯し、この４つ
の画素ｅ２，ｅ４，ｅ５，ｅ６のパターンが表示され
る。
【０１３５】図７の（５７）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が０、第２～第４の行電極Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４
の電位が±Ｖｔｈで、第１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３
２，Ｓ３３の電位がいずれも０のときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６が点灯し、
この４つの画素ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６のパターンが表
示される。
【０１３６】図７の（５８）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が０、第３の行電極Ｃ３３の電位が
±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４の電位が０で、第１の列
電極Ｓ３１の電位が０、第２と第３の列電極Ｓ３２，Ｓ
３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示しており、この
ときは画素ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６が点灯し、こ
の５つの画素ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６のパターン
が表示される。
【０１３７】図７の（５９）は、第１の行電極Ｃ３１の
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電位が±Ｖｔｈ、第２の行電極Ｃ３２の電位が０、第３
の行電極Ｃ３３の電位が±Ｖｔｈ、第４の行電極Ｃ３４
の電位が０で、第１の列電極Ｓ３１の電位が０、第２と
第３の列電極Ｓ３２，Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの
表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ３，ｅ４，
ｅ５，ｅ６が点灯し、この５つの画素ｅ１，ｅ３，ｅ
４，ｅ５，ｅ６のパターンが表示される。
【０１３８】図７の（６０）は、第１～第３の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３の電位が±Ｖｔｈ、第４の行電極
Ｃ３４の電位が０で、第１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３
２の電位が０、第３の列電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈの
ときの表示を示しており、このときは画素ｅ１，ｅ２，
ｅ４，ｅ５，ｅ６が点灯し、この５つの画素ｅ１，ｅ２
ｅ，ｅ４，ｅ５，ｅ６のパターンが表示される。
【０１３９】図７の（６１）は、第１と第２の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２の電位が±Ｖｔｈ、第３の行電極Ｃ３３の
電位が０、第４の行電極Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３の電位がいず
れも０のときの表示を示しており、このときは画素ｅ
１，ｅ２，ｅ３，ｅ５，ｅ６が点灯し、この５つの画素
ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ５，ｅ６のパターンが表示され
る。
【０１４０】図７の（６２）は、第１～第４の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４の電位がいずれも±Ｖｔ
ｈで、第１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３の電
位がいずれも０のときの表示を示しており、このときは
画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ６が点灯し、この５つ
の画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ６のパターンが表示
される。
【０１４１】図７の（６３）は、第１の行電極Ｃ３１の
電位が±Ｖｔｈ、第２の行電極Ｃ３２の電位が０、第３
と第４の行電極Ｃ３３，Ｃ３４の電位が±Ｖｔｈで、第
１と第２の列電極Ｓ３１，Ｓ３２の電位が０、第３の列
電極Ｓ３３の電位が±Ｖｔｈのときの表示を示してお
り、このときは画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５が点
灯し、この５つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５の
パターンが表示される。
【０１４２】図７の（６４）は、第１～第４の行電極Ｃ
３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４の電位がいずれも±Ｖｔ
ｈで、第１～第３の列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３の電
位がいずれも０のときの表示を示しており、このときは
全ての画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６が点灯
し、その６つの画素ｅ１，ｅ２ｅ，ｅ３，ｅ４，ｅ５，
ｅ６のパターンが表示される。
【０１４３】すなわち、この液晶表示素子は、一方の基
板３１に設けられた第１、第２、第３および第４の行電
極Ｃ３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４と、他方の基板３２
に設けられた第１、第２および第３の列電極Ｓ３１，Ｓ
３２，Ｓ３３とが上記のような対応関係にあるため、上
記のようなスタティック駆動により２行３列の６つの画
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素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６の電極間電圧を
それぞれ制御することができ、したがって、各画素ｅ
１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ６の電極間のオフ電圧
（実効電圧）を０にし、コントラストの高い表示を得る
ことができる。
【０１４４】しかも、この液晶表示素子は、２行３列に
配列する６つの画素ｅ１，ｅ２，ｅ３，ｅ４，ｅ５，ｅ
６からなるマトリックス表示領域Ｅを有するものである
が、そのマトリックス表示領域Ｅの電極数は、前記第１
～第４の４つの行電極Ｃ３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４
と、前記第１～第３の３つの列電極Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ
３３だけでよいため、画素数に比べて少ない行信号出力
端子数および列信号出力端子数の駆動回路素子を用いて
駆動することができる。
【０１４５】なお、上記実施例では、前記第１行の第１
列と第２列の画素ｅ１，ｅ２の両方に対応する第１の行
電極Ｃ３１と、前記第２行の第２列と第３列の画素ｅ
５，ｅ６の両方に対応する第４の行電極Ｃ３４と、前記
第１列の第１行と第２行の画素ｅ１，ｅ４の両方に対応
する第１の列電極Ｓ３１と、前記第２列の第１行と第２
行の画素ｅ２，ｅ５の両方に対応する第２の列電極Ｓ３
２と、前記第３列の第１行と第２行の画素ｅ３，ｅ６の
両方に対応する第３の列電極Ｓ３３とをそれぞれ、その
電極が対応する前記両方の画素のパターンにそれぞれ対
応する形状に形成された２つの電極部と、この２つの電
極部をつなぐリード部とからなる形状の電極としている
が、これらの電極Ｃ３１，Ｃ３２，Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ
３３は、前記両方の画素のパターンにそれぞれ対応する
形状の２つの電極部が直接連続した形状の電極でもよ
い。
【０１４６】図８および図９はこの発明の第３の実施例
を示しており、図８はマトリックス液晶表示素子の分解
斜視図、図９は前記液晶表示素子のマトリックス表示領
域の画素配列図である。
【０１４７】この実施例のマトリックス液晶表示素子
は、図９のように４行３列に配列する１２の画素ｆ１，
ｆ２，ｆ３，ｆ４，ｆ５，ｆ６，ｆ７，ｆ８，ｆ９，ｆ
１０，ｆ１１，ｆ１２からなる１つのマトリックス表示
領域Ｆを有するものであり、前記１２の画素ｆ１～ｆ１
２は、例えば、横長の矩形形状を、上下に２分割、左右
に３分割したパターンを有している。
【０１４８】この液晶表示素子は、図８のような構成の
ものであり、図示しない液晶層を挟んで対向する前後一
対の透明基板４１，４２のうち、一方の基板の内面、例
えば前基板（図において上側の基板）４１の内面に、前
記マトリックス表示領域Ｆのの第１行の第１列と第２列
の画素ｆ１，ｆ２の両方に対応する第１の行電極Ｃ４１
と、前記第１行の第３列の画素ｆ３に対応する第２の行
電極Ｃ４２と、第２行の第１列の画素ｆ４に対応する第
３の行電極Ｃ４３と、前記第２行の第２列と第３列の画
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素ｆ５，ｆ６の両方に対応する第４の行電極Ｃ４４と、
第３行の第１列と第２列の画素ｆ７，ｆ８の両方に対応
する第５の行電極Ｃ４５と、前記第３行の第３列の画素
ｆ９に対応する第６の行電極Ｃ４６と、第４行の第１列
の画素ｆ１０に対応する第７の行電極Ｃ４７と、前記第
４行の第２列と第３列の画素ｆ１１，ｆ１２の両方に対
応する第８の行電極Ｃ４８とが設けられ、他方の後基板
４２の内面に、前記マトリックス表示領域Ｆの第１列の
第１行と第２行の画素ｆ１，ｆ４の両方に対応する第１
の列電極Ｓ４１と、前記第１列の第３行と第４行の画素
ｆ７，ｆ８の両方に対応する第２の列電極Ｓ４２と、第
２列の第１行と第２行の画素ｆ２，ｆ５の両方に対応す
る第３の列電極Ｓ４３と、前記第２列の第３行と第４行
の画素ｆ８，ｆ１１の両方に対応する第４の列電極Ｓ４
４と、第３列の第１行と第２行の画素ｆ３，ｆ６の両方
に対応する第５の列電極Ｓ４５と、前記第３列の第３行
と第４行の画素ｆ９，ｆ１２の両方に対応する第６の列
電極Ｓ４６とが設けられている。
【０１４９】なお、この実施例では、前記第１行の第１
列と第２列の画素ｆ１，ｆ２の両方に対応する第１の行
電極Ｃ４１と、前記第２行の第２列と第３列の画素ｆ
５，ｆ６の両方に対応する第４の行電極Ｃ４４と、前記
第３行の第１列と第２列の画素ｆ７，ｆ８の両方に対応
する第５の行電極Ｃ４５と、前記第４行の第２列と第３
列の画素ｆ１１，ｆ１２の両方に対応する第８の行電極
Ｃ４８とを、前記両方の画素ｆ１およびｆ２，ｆ５およ
びｆ６，ｆ７およびｆ８，ｆ１１およびｆ１２のパター
ンにそれぞれ対応する形状の２つの電極部が直接連続し
た形状の電極とし、前記第１～第６の列電極Ｓ４１，Ｓ
４２，Ｓ４３，Ｓ４４，Ｓ４５，Ｓ４６をそれぞれ、第
１行と第２行または第３行と第４行の画素ｆ１およびｆ
４，ｆ７およびｆ８，ｆ２およびｆ５，ｆ８およびｆ１
１の両方に対応する形状の２つの電極部が直接連続した
形状の電極としているが、これらの行電極Ｃ４１，Ｃ４
４，Ｃ４５，Ｃ４８および列電極Ｓ４１，Ｓ４２，Ｓ４
３，Ｓ４４，Ｓ４５，Ｓ４６は、その電極が対応する前
記両方の画素のパターンにそれぞれ対応する形状に形成
された２つの電極部と、この２つの電極部をつなぐリー
ド部とからなる形状の電極でもよい。
【０１５０】前記行電極Ｃ４１，Ｃ４２，Ｃ４３，Ｃ４
４，Ｃ４５，Ｃ４６，Ｃ４７，Ｃ４８と列電極Ｓ４１，
Ｓ４２，Ｓ４３，Ｓ４４，Ｓ４５，Ｓ４６は、いずれも
ＩＴＯ等の透明導電膜からなる透明電極であり、前基板
４１に設けられた第１～第８の行電極Ｃ４１～Ｃ４８
は、この前基板４１の一端縁部に設けられた８つの行信
号入力端子４３にリード配線４４を介してそれぞれ接続
され、後基板４２に設けられた第１～第６の列電極Ｓ４
１～Ｓ４６は、この後基板４２の一側縁部に設けられた
６つの列信号入力端子４５にリード配線４６を介してそ
れぞれ接続されている。

28
【０１５１】また、図では省略しているが、前記一対の
基板４１，４２の内面にはそれぞれ、前記行電極Ｃ４１
～Ｃ４８および列電極Ｓ４１～Ｓ４６を覆って配向膜が
設けられている。
【０１５２】そして、前記一対の基板４１，４２は、図
に二点鎖線で示した枠状シール材４７を介して接合され
ており、これらの基板４１，４２間の前記シール材４７
で囲まれた領域に、前記シール材４７の所定個所に設け
られた図示しない液晶注入口から充填された液晶層が設
けられている。
【０１５３】この液晶表示素子は、例えばＴＮ型のもの
であり、前記一対の基板４１，４２間の液晶層の液晶分
子は電圧無印加状態において所定のツイスト角でツイス
ト配向しており、また、前記一対の基板４１，４２の外
面にはそれぞれ図示しない偏光板が、それぞれの透過軸
を所定の方向に向けて配置されている。
【０１５４】この液晶表示素子は、前記第１の行電極Ｃ
４１と前記第１の列電極Ｓ４１との間への印加電圧と、
前記第１の行電極Ｃ４１と前記第２の列電極Ｓ４２との
間への印加電圧と、前記第２の行電極Ｃ４２と前記第３
の列電極Ｓ４３との間への印加電圧と、前記第３の行電
極Ｃ４３と前記第１の列電極Ｓ４１との間への印加電圧
と、前記第４の行電極Ｃ４４と前記第２の列電極Ｓ４２
との間への印加電圧と、前記第４の行電極Ｃ４４と前記
第３の列電極Ｓ４３との間への印加電圧と、前記第５の
行電極Ｃ４５と前記第４の列電極Ｓ４４との間への印加
電圧と、前記第５の行電極Ｃ４５と前記第５の列電極Ｓ
４５との間への印加電圧と、前記第６の行電極Ｃ４６と
前記第６の列電極Ｓ４６との間への印加電圧と、前記第
７の行電極Ｃ４７と前記第４の列電極Ｓ４４との間への
印加電圧と、前記第８の行電極Ｃ４８と前記第５の列電
極Ｓ４５との間への印加電圧と、前記第８の行電極Ｃ４
８と前記第６の列電極Ｓ４６との間への印加電圧とをそ
れぞれ制御することによりスタティック駆動される。
【０１５５】その駆動は、前記第１、第２、第３、第
４、第５、第６、第７、第８の行電極Ｃ４１，Ｃ４２，
Ｃ４３，Ｃ４４，Ｃ４５，Ｃ４６，Ｃ４７，Ｃ４８に供
給する行信号の電位と、前記第１、第２、第３、第４、
第５、第６の列電極Ｓ４１，Ｓ４２，Ｓ４３、Ｓ４４，
Ｓ４５，Ｓ４６に供給する行信号の電位とを、それぞれ
０と±Ｖｔｈ（０に対して液晶のしきい値電圧以上の電
位差をもつ所定値ｎの正または負の極性の電位）とに制
御することにより行なえばよい。
【０１５６】なお、この実施例の液晶表示素子は、その
表示領域Ｆの上半分の領域の行電極Ｃ４１，Ｃ４２，Ｃ
４３，Ｃ４４と列電極Ｓ４１，Ｓ４２，Ｓ４３との対応
関係と、前記表示領域Ｆの下半分の領域の行電極Ｃ４
５，Ｃ４６，Ｃ４７，Ｃ４８と列電極Ｓ４４，Ｓ４５，
Ｓ４６との対応関係とがそれぞれ、上記第２の実施例に
おける行電極Ｃ３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４と列電極
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Ｓ３１，Ｓ３２，Ｓ３３との対応関係と実質的に同じで
あるため、前記表示領域Ｆの上半分の領域と下半分の領
域とをそれぞれ上記第２の実施例と同様に駆動すること
により、前記表示領域Ｆの上半分の２行３列の６つの画
素ｆ１，ｆ２，ｆ３，ｆ４，ｆ５，ｆ６の点灯、非点灯
を６４通りに制御し、前記表示領域Ｆの下半分の２行３
列の画素ｆ７，ｆ８，ｆ９，ｆ１０，ｆ１１，ｆ１２の
点灯、非点灯を６４通りに制御することができ、したが
って、前記表示領域Ｆの４行３列の１２の画素ｆ１，ｆ
２，ｆ３，ｆ４，ｆ５，ｆ６，ｆ７，ｆ８，ｆ９，ｆ１
０，ｆ１１，ｆ１２の点灯、非点灯を１２８通りに制御
することができる。
【０１５７】すなわち、この実施例の液晶表示素子は、
一方の基板４１に設けられた第１～第８の行電極Ｃ４１
～Ｃ４８と、他方の基板４２に設けられた第１～第６の
列電極Ｓ４１～Ｓ４６とが上記のような対応関係にある
ため、スタティック駆動により４行３列の１２の画素の
電極間電圧をそれぞれ制御することができ、したがっ
て、各画素の電極間のオフ電圧（実効電圧）を０にし、
コントラストの高い表示を得ることができる。
【０１５８】しかも、この液晶表示素子は、４行３列の
１２の画素ｆ１～ｆ１２からなるマトリックス表示領域
Ｆを有するものであるが、そのマトリックス表示領域Ｆ
の電極数は、前記第１～第８の８つの行電極Ｃ４１～Ｃ
４８と、前記第１～第６の６つの列電極Ｓ４１～Ｓ４６
だけでよいため、画素数に比べて少ない行信号出力端子
数および列信号出力端子数の駆動回路素子を用いて駆動
することができる。
【０１５９】なお、上述した第１、第２、第３の実施例
の液晶表示素子は、２行２列に配列する４つの画素から
なるマトリックス表示領域Ｄと、２行３列に配列する６
つの画素からなるマトリックス表示領域Ｅと、４行３列
に配列する１２の画素からなるマトリックス表示領域Ｆ
とのうちの１つのマトリックス表示領域を有するもので
あるが、この発明は、液晶層が対応する表示エリア内
に、複数のマトリックス表示領域を有するマトリックス
液晶表示素子にも適用することができ、その場合、前記
複数のマトリックス表示領域は、前記第１、第２、第３
の実施例のうちの１つの実施例のマトリックス表示領域
の組み合わせでも、異なる実施例のマトリックス表示領
域の組み合わせでもよい。
【０１６０】
【発明の効果】この発明の液晶表示素子は、２行２列に
配列する４つの画素からなる少なくとも１つのマトリッ
クス表示領域を有し、一方の基板の内面に、前記マトリ
ックス表示領域の第１行の第１列と第２列の画素の両方
に対応する第１の行電極と、第２行の第1列の画素に対
応する第２の行電極と、前記第２行の第２列の画素に対
応する第３の行電極とが設けられ、他方の基板の内面
に、前記マトリックス表示領域の第１列の第１行と第２
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行の画素の両方に対応する第１の列電極と、第２列の第
１行と第２行の画素の両方に対応する第２の列電極とが
設けられ、前記第１の行電極と前記第１の列電極との
間、前記第１の行電極と前記第２の列電極との間、前記
第２の行電極と前記第１の列電極との間、および前記第
３の行電極と前記第２の列電極との間への印加電圧をそ
れぞれ制御することによりスタティック駆動されるもの
であるため、各画素の電極間のオフ電圧（実効電圧）を
０にし、コントラストの高い表示を得るとともに、画素
数に比べて少ない行信号出力端子数および列信号出力端
子数の駆動回路素子を用いて駆動することができる。
【０１６１】また、この発明の他の液晶表示素子は、２
行３列に配列する６つの画素からなる少なくとも１つの
マトリックス表示領域を有し、一方の基板の内面に、前
記マトリックス表示領域の第１行の第１列と第２列の画
素の両方に対応する第１の行電極と、前記第１行の第３
列の画素に対応する第２の行電極と、第２行の第１列の
画素に対応する第３の行電極と、前記第２行の第２列と
第３列の画素の両方に対応する第４の行電極とが設けら
れ、他方の基板の内面に、前記マトリックス表示領域の
第１列の第１行と第２行の画素の両方に対応する第１の
列電極と、第２列の第１行と第２行の画素の両方に対応
する第２の列電極と、第３列の第１行と第２行の画素の
両方に対応する第３の列電極とが設けられ、前記第１の
行電極と前記第１の列電極との間、前記第１の行電極と
前記第２の列電極との間、前記第２の行電極と前記第３
の列電極との間、前記第３の行電極と前記第１の列電極
との間、前記第４の行電極と前記第２の列電極との間、
および前記第４の行電極と前記第３の列電極との間への
印加電圧をそれぞれ制御することによりスタティック駆
動されるものであるため、各画素の電極間のオフ電圧
（実効電圧）を０にし、コントラストの高い表示を得る
とともに、画素数に比べて少ない行信号出力端子数およ
び列信号出力端子数の駆動回路素子を用いて駆動するこ
とができる。
【０１６２】さらに、この発明の他の液晶表示素子は、
上記のように、４行３列に配列する１２の画素からなる
少なくとも１つのマトリックス表示領域を有し、一方の
基板の内面に、前記マトリックス表示領域の第１行の第
１列と第２列の画素の両方に対応する第１の行電極と、
前記第１行の第３列の画素に対応する第２の行電極と、
第２行の第１列の画素に対応する第３の行電極と、前記
第２行の第２列と第３列の画素の両方に対応する第４の
行電極と、第３行の第１列と第２列の画素の両方に対応
する第５の行電極と、前記第３行の第３列の画素に対応
する第６の行電極と、第４行の第１列の画素に対応する
第７の行電極と、前記第４行の第２列と第３列の画素の
両方に対応する第８の行電極とが設けられ、他方の基板
の内面に、前記マトリックス表示領域の第１列の第１行
と第２行の画素の両方に対応する第１の列電極と、前記
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第１列の第３行と第４行の画素の両方に対応する第２の
列電極と、第２列の第１行と第２行の画素の両方に対応
する第３の列電極と、前記第２列の第３行と第４行の画
素の両方に対応する第４の列電極と、第３列の第１行と
第２行の画素の両方に対応する第５の列電極と、前記第
３列の第３行と第４行の画素の両方に対応する第６の列
電極とが設けられ、前記第１の行電極と前記第１の列電
極との間、前記第１の行電極と前記第２の列電極との
間、前記第２の行電極と前記第３の列電極との間、前記
第３の行電極と前記第１の列電極との間、前記第４の行
電極と前記第２の列電極との間、前記第４の行電極と前
記第３の列電極との間、前記第５の行電極と前記第４の
列電極との間、前記第５の行電極と前記第５の列電極と
の間、前記第６の行電極と前記第６の列電極との間、前
記第７の行電極と前記第４の列電極との間、前記第８の
行電極と前記第５の列電極との間、および前記第８の行
電極と前記第６の列電極との間への印加電圧をそれぞれ
制御することによりスタティック駆動されるものである
ため、各画素の電極間のオフ電圧（実効電圧）を０に
し、コントラストの高い表示を得るとともに、画素数に
比べて少ない行信号出力端子数および列信号出力端子数
の駆動回路素子を用いて駆動することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施例を示すマトリックス液
晶表示素子の分解斜視図。
【図２】第１の実施例の液晶表示素子のマトリックス表
示領域の画素配列図。
【図３】第１の実施例の液晶表示素子の表示例を示す
図。
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【図４】この発明の第２の実施例を示すマトリックス液
晶表示素子の分解斜視図。
【図５】第２の実施例の液晶表示素子のマトリックス表
示領域の画素配列図。
【図６】第２の実施例の液晶表示素子の表示例を示す
図。
【図７】第２の実施例の液晶表示素子の表示例を示す
図。
【図８】この発明の第３の実施例を示すマトリックス液
晶表示素子の分解斜視図。
【図９】第３の実施例の液晶表示素子のマトリックス表
示領域の画素配列図。
【図１０】従来のスタティック駆動されるマトリックス
液晶表示素子の分解斜視図。
【図１１】従来の時分割駆動されるマトリックス液晶表
示素子の分解斜視図。
【符号の説明】
２１，２２…基板
Ｃ２１，Ｃ２２，Ｃ２３…行電極
Ｄ２１，Ｄ２２…列電極
３１，３２…基板
Ｃ３１，Ｃ３２，Ｃ３３，Ｃ３４…行電極
Ｄ３１，Ｄ３２，Ｄ３３…列電極
４１，４２…基板
Ｃ４１，Ｃ４２，Ｃ４３，Ｃ４４，Ｃ４５，Ｃ４６，Ｃ
４７，Ｃ４８…行電極
Ｄ４１，Ｄ４２，Ｄ４３，Ｄ４４，Ｄ４６，Ｄ４６…列
電極

【図１】 【図２】 【図３】



(18) 特開２００１－２７２６４９

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図９】



(19) 特開２００１－２７２６４９

【図８】 【図１０】

【図１１】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｇ０９Ｇ   3/36                                       Ｇ０９Ｇ   3/36                       
  
Ｆターム(参考） 2H092 GA06 GA13 GA40 NA01 PA06
                2H093 NA01 NC02 ND04 NE03 NE07
                5C006 AC01 BB01 BB12 FA43 FA54
                5C080 AA10 BB01 BB05 DD01 DD22
                      FF08 JJ01 JJ06 
                5C094 AA06 AA45 BA03 BA43 CA19
                      CA24 EA04 EA07 EB02 FB12



专利名称(译) 矩阵液晶显示元件

公开(公告)号 JP2001272649A 公开(公告)日 2001-10-05

申请号 JP2000085011 申请日 2000-03-24

[标]申请(专利权)人(译) 卡西欧计算机株式会社

申请(专利权)人(译) 卡西欧计算机有限公司

[标]发明人 西野利晴

发明人 西野 利晴

IPC分类号 G02F1/1343 G02F1/133 G09F9/30 G09G3/18 G09G3/20 G09G3/36

FI分类号 G02F1/133.505 G02F1/1343 G09F9/30.343.Z G09G3/18 G09G3/20.620.A G09G3/36 G09F9/30.343

F-TERM分类号 2H092/GA06 2H092/GA13 2H092/GA40 2H092/NA01 2H092/PA06 2H093/NA01 2H093/NC02 2H093
/ND04 2H093/NE03 2H093/NE07 5C006/AC01 5C006/BB01 5C006/BB12 5C006/FA43 5C006/FA54 
5C080/AA10 5C080/BB01 5C080/BB05 5C080/DD01 5C080/DD22 5C080/FF08 5C080/JJ01 5C080
/JJ06 5C094/AA06 5C094/AA45 5C094/BA03 5C094/BA43 5C094/CA19 5C094/CA24 5C094/EA04 
5C094/EA07 5C094/EB02 5C094/FB12 2H193/ZB51 2H193/ZF02 2H193/ZP03

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过将每个像素和电极之间的关断电压（有效电压）设
置为0来获得高对比度显示，并通过使用行信号输出端子编号和列的驱动
电路元件来驱动像素信号输出端子数小于像素数。解决方案：该矩阵液
晶显示元件具有矩阵显示区域，该矩阵显示区域由排列有2行和2列的四
个像素组成。基板21具有与第1列的第1列和第2列的像素对应的第1行电
极C21，与第2列的第1列的像素对应的第2行电极C22，以及第3列电极
C23。对应于第2行的第2列的像素。另一个基板22设置有与第一列的第
一列和第二列的两个像素对应的列电极S21，以及与第一列的第一行和第
二列的两个像素对应的第二列电极S22，从而通过分别控制跨电极C21和
S21，C21和S22，C22和S21以及C23和S22施加的电压来静态地驱动像
素。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7ba0bf86-bdb8-4329-aed4-cee1037d95c7
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018601406/publication/JP2001272649A?q=JP2001272649A

